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募
集
要
項 

◆ 活動内容  当番区の山車人形の曳き手としての参加。 

◆ 募集人数  約３０名 ※年齢制限はなし。未成年の方は保護者の同意が必要です。 

◆ 活動日時  令和４年５月２０日（金） 

 朝８時頃～夜８時頃まで ※当番区によって、出発・帰着時間は異なります。 

◆ 集合時間 事前にご連絡します。（各区によって違います） 

◆ 服 装   歩きやすい服装で来てください。（長ズボン、スニーカー等） 

        法被・豆絞りは貸与します。 

               マスク・軍手は、各自準備してください。 

◆ 食 事 昼食・夕食の弁当および飲み物類は支給します。 

◆ 募集期間 令和４年４月２８日（木）まで（ただし、定員になり次第締め切ります） 

氏
ふり

 名
がな

 年齢      歳 

住 所 行政区 

電 話          携帯電話 

本人が未成年の場合  保護者氏名          ㊞ 

 

三国祭 山車曳き手ボランティア 応募用紙 

三国祭保存振興会事務局（三国コミュニティセンター内） 

 TEL ８２－６４００  FAX ８２－４７８６ 担当：奥原 

※ 下記応募用紙に必要事項をご記入の上、FAXまたは直接事務局まで 

持参してください。（三国高校生は学校に提出） 

  メールでも受け付けます。 info@mikunimatsuri.com 

申込み・お問合せ先 

三国祭 山車 

曳き手ボランティア募集‼ 
ひ 

３００年近い伝統をもつ三国祭。北陸三大祭であり福井県指定無形民俗文化財でもある三国祭

は、三国のまちの誇りであり、訪れる多くの人々を魅了してやみません。 

一方で、三国祭が開催される三国地区旧市街地では、人口減少や若者の流出がすすみ、毎年山車

の曳き手の確保が困難になっています。 

道一杯のお客さんの中を勇壮に練り歩く迫力は、山車を曳っぱった人にしか味わうことができま

せん。ぜひあなたも山車の曳き手になって、三国祭を目一杯楽しんでみませんか？ 


